（様式3）　研究費の応募・受け入れ状況および利益相反について作成に当たっては、青地の記載例や緑枠の注記等は削除し、文字色は黒色にして提出してください。


	プロジェクト名
	

	研究開発代表者氏名
	

	申告基準日
	令和　年　月　日



１．研究費の応募・受入等の状況・エフォート
本研究開発課題の研究開発代表者について、応募時点における（1）応募中の研究費、（2）採択されている研究費（実施中・実施予定）、（3）その他の活動に係るエフォートを記載してください。
研究費には、国内外の競争的研究費のほか、民間財団からの助成金、企業からの受託研究費・共同研究費等を含みます。
研究費の金額は、研究開発代表者本人に配分される直接経費を記載してください。また、研究開発課題全体の直接経費の総額についても、所定の欄に記載してください。
エフォートは、年間の全仕事時間を100％とした場合に、各研究活動等に必要となる時間の配分率を記載してください。
本応募課題と他の研究費による研究開発課題について、研究開発項目、取得するデータ、経費の使途等の相違点を具体的に記載し、研究内容や経費に不合理な重複がないことが分かるようにしてください。
なお、応募中の研究費の先頭には、本研究開発課題を記載してください。該当する研究費がない場合は、「該当なし」と記載してください。
（1）応募中の研究費（令和●年●月●日時点）
	[bookmark: _Hlk50025604]資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）
	研究開発課題名
（研究開発代表者氏名）
	役割
（代表・分担の別)
	令和9年度の研究経費（直接経費）
[期間全体の額]
（千円）
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究開発課題に応募する理由

	【本研究開発課題】申請者本人への配分予定額（直接経費）

シーズS1/S2
（R8～R9）
	○○と△△の相関に関
する実験的研究
（○○○○）
	代表
	6,000
[9,000]
	20
	（総額　21,000千円）*研究開発課題全体（直接経費）の総額
例）（2,000＋1,000（分担者））×2年


	科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究（R8～R9・日本学術振興会）
	○○と△△の□□への依存性に関する調査研究（○○○○）研究開発期間全体で申請者本人が使用する総額（直接経費）（予定額）


	代表
	3,000
[9,000]
	10
	既存の研究費では候補化合物の作用機序を解析する一方、本応募課題では動物モデルによる有効性評価を実施し、試験内容及び経費の使途が異なる。

	令和8年度○○財団研究助成金（R8・○○財団）
	上欄と同様に研究開発代表者の場合、総額を記載

●●と□□の研究
（○○○○）
	分担
	
1,000
[1,000]
	5
	既存の研究費では基礎的な有効性評価を実施する一方、本応募課題では非臨床POCの取得に向けた試験を実施し、研究開発項目及び経費の使途が異なる。




（2）採択されている研究費（実施中の研究費・実施予定の研究費）（令和●年●月●日時点）
（注：本研究開発課題の研究開始年度前に終了する研究費は含みません。）
	[bookmark: _Hlk49951534]資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）
	研究開発課題名
（研究開発代表者氏名）
	役割
（代表・分担の別)
	令和9年度の研究経費（直接経費）
[期間全体の額]
（千円）
	エフォート(%)
	研究内容の相違点及び他の研究費に加えて本応募研究開発課題に応募する理由

	令和8年度○○財団研究助成金（R7・○○財団
	●●と□□の研究
（○○○○）
	代表
	1,000
[1,000]
	5
	既存の研究費では診断AIの精度向上に向けたアルゴリズム開発を実施する一方、本応募課題では臨床データを用いた性能検証を実施し、経費の重複はない。


	○○事業（R6～R9・AMED）
	●●と□□の研究（1）（2）以外の「その他の活動」のイメージ（考え方の整理）
教育　　　　　　　　　エフォート：　20　％
診療　　　　　　　　　エフォート：　10　％
社会サービス　　　　　エフォート：　 5　％
その他（学内事務等）　エフォート：　15　％

（○○○○）
	分担
	1,000
[5,000]
	10
	既存の研究費では候補物質のがん細胞に対する作用を検証する一方、本応募課題では炎症性疾患への適用可能性を評価し、研究対象及び試験内容が異なる。


　*　（　）内には、研究開発期間全体の直接経費の総額を記載してください。

（3）その他の活動
エフォート：　50　％

２．AMED橋渡し研究プログラムに関する支援歴
今回応募する研究開発課題に類似性の高い課題（応募するシーズの前段階となるシーズ、同一シーズから派生した別シーズ等）について、AMED橋渡し研究プログラムの支援を受けた課題がある場合は記載してください。
※橋渡し研究プログラム：https://www.amed.go.jp/program/list/16/01/012.html
※橋渡し研究支援機関：https://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/hashiwatashi/index_00005.htm
	採択年度
	シーズ枠
	研究開発課題名
	橋渡し研究支援機関名
	支援継続中の有無

	R5
	シーズA
	○○と△△の相関に関する実験的研究
	●●大学
	支援中

	R7
	preF
	●●と□□の研究
	●●大学
	支援終了

	
	
	
	
	




３．利益相反マネジメントに関する検討
本研究開発課題の実施および事業化に関連して、研究開発代表者本人、研究開発参加者、経営者候補等と企業との間に、利益相反が生じる可能性のある関係がある場合は、その内容を記載してください。
具体的には、以下のような関係を想定しています。
・スタートアップや関連企業の役員等への就任・兼業
・関連企業の株式・新株予約権等の保有
・研究開発に関連する企業との金銭的関係
・本研究開発課題における外注予定先企業との利害関係
過去に関与していた場合も含め、研究開発代表者が把握している範囲で記載してください。また、利益相反への対応方針が決まっている場合は、併せて記載してください。
該当する事項がない場合は、「該当なし」と記載してください。
	例）
・研究代表者が大学発スタートアップＡ社の取締役を兼業している
・経営者候補が、スタートアップＢ社の取締役である
・（S2において）スタートアップの代表者が、本事業で外注予定先企業の取締役を兼務している




